
森
林
鉄
道
が
誕
生
す
る
ま
で 

　

も
と
も
と
、
丸
太
は
、
伐
採
さ
れ
た
場
所
か
ら
人
力
や
畜
力（
馬
な

ど
の
家
畜
）
に
よ
っ
て
河
川
の
そ
ば
ま
で
運
び
、
そ
こ
か
ら
川
に
流

し
て
輸
送
す
る
方
法
が
一
般
的
で
し
た
。

　

特
に
河
川
の
上
流
域
で
は
、
河
川
を
堰
止
め
、
そ
こ
に
丸
太
を
浮

か
べ
て
堰
を
切
る
こ
と
に
よ
り
鉄
砲
水
と
と
も
に
一
気
に
下
流
へ
と

押
し
流
す「
管
流
し
」
と
呼
ば
れ
る
方
法
を
用
い
て
い
ま
し
た
。
こ
の

方
法
を
繰
り
返
し
、
大
き
な
河
川
に
達
す
る
と
、
丸
太
は
筏
に
組
ま

れ
流
送
さ
れ
集
積
地
ま
で
運
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ

う
な
運
材
方
法
は
危
険
性
が
高
く
人
命
が
数
多
く
失
わ
れ
、
丸
太
の

損
傷
や
消
耗
率
も
高
く
、
さ
ら
に
は
流
水
量
の
季
節
変
化
に
よ
り
流

送
量
も
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
時
代
以
降
、
電
源
開
発
等
の
た
め
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
る
な
ど
、

河
川
を
利
用
し
た
輸
送
そ
の
も
の
が
不
可
能
に
な
る
地
域
が
で
き
た
こ

と
や
、伐
採
量
の
増
大
に
よ
り
、代
替
の
輸
送
方
法
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

森
林
鉄
道
の

歴
史

〜 林 業 の 歴 史 〜

森林鉄道

vol. 01

１

津軽森林鉄道（国産導入第一号の雨宮製作所製 10ｔ蒸気機関車）

馬による運材

河川を堰止め鉄砲水で押し流す「管流し」

　

森
林
鉄
道
と
は
、
木
材
を
運
搬
す
る
た
め
の
林
業
用
の
鉄
道
で
、
主
に
、

明
治
時
代
か
ら
昭
和
40
年
代
頃
に
か
け
て
活
躍
し
ま
し
た
。
建
設
主
体
は
、

国
有
林
を
管
轄
す
る
国
に
よ
る
も
の
が
大
半
で
、
全
国
の
国
有
林
森
林
鉄
道

の
全
路
線
数
は
１
，０
０
０
路
線
、
延
長
は
８
，０
０
０
㎞
以
上
に
及
び
ま
し
た
。

　

情
報
誌「
林
野
」
で
は「
森
林
鉄
道
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
な
が
ら
、
日
本

の
林
業
の
歴
史
や
当
時
の
様
子
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。
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森
林
鉄
道
の
誕
生

　

明
治
34
年
、
長
野
県
の
阿
寺
渓
谷
に
あ
る
宮
内
省
所
管
の
御
料
林
内
に
、
我
が

国
初
の
森
林
鉄
道
と
言
え
る
、
阿
寺
軽
便
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
こ
の

鉄
道
の
主
な
目
的
は
、
塩
や
味
噌
な
ど
の
従
業
員
の
生
活
物
資
を
輸
送
す
る
こ
と

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

農
商
務
省
所
管
の
国
有
林
と
し
て
は
、
明
治
37
年
に
、
和
歌
山
県
九
度
山
国
有

林
に
お
い
て
、
土
場
連
絡
用
軌
道
が
建
設
さ
れ
た
の
が
最
初
と
な
り
ま
す
。
そ
し

て
、
木
材
輸
送
を
目
的
と
す
る
動
力
車
が
け
ん
引
す
る
本
格
的
な
森
林
鉄
道
と
し

て
は
、
明
治
41
年
に
運
用
を
開
始
し
た
、
津
軽
森
林
鉄
道
が
最
初
に
な
り
ま
す
。

国
有
林
の
森
林
鉄
道

　

全
国
各
地
の
国
有
林
で
森
林
鉄
道
が
整

備
さ
れ
、現
在
把
握
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

北
海
道
森
林
管
理
局
管
内
で
は
１
３
２
路

線
１
，
３
６
３
㎞
、
東
北
森
林
管
理
局
管

内
で
４
７
３
路
線
２
，
９
５
０
㎞
、
関
東

森
林
管
理
局
管
内
で
78
路
線
３
８
７
㎞
、

中
部
森
林
管
理
局
内
で
１
３
２
路
線
１
，

０
３
６
㎞
、
近
畿
・
中
国
森
林
管
理
局
内

で
78
路
線
３
６
４
㎞
、
四
国
森
林
管
理
局

内
で
１
１
１
路
線
７
９
５
㎞
、
九
州
森
林

管
理
局
内
で
１
７
０
路
線
１
，２
８
４
㎞
、

合
計
１
，
１
７
４
路
線
８
，
１
８
０
㎞
に

も
及
び
ま
し
た
。

２

３

森
林
鉄
道
の
終
焉

　

太
平
洋
戦
争
後
の
高
度
経
済
成
長
に
伴
う
木
材
の
需
要
増
大
に
対

し
、
国
有
林
の
材
木
生
産
の
大
幅
な
拡
大
が
迫
ら
れ
る
中
、
国
有
林

の
中
で
木
材
輸
送
の
主
役
を
担
っ
て
い
た
森
林
鉄
道
も
、
ト
ラ
ッ
ク

の
性
能
向
上
や
自
動
車
道
の
整
備
な
ど
に
伴
い
、
よ
り
素
早
く
対
応

が
可
能
な
ト
ラ
ッ
ク
運
材
に
代
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
昭
和
30

年
代
後
半
か
ら
森
林
鉄
道
は
、
急
速
に
廃
止
ま
た
は
自
動
車
道
へ
の

転
換
が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
現
存
す
る
屋
久
島
の
安
房
森
林

鉄
道
を
除
く
と
、
昭
和
51
年
に
廃
止
さ
れ
た
王
滝
森
林
鉄
道
鯎
沢
支

線
が
最
後
の
森
林
鉄
道
と
な
り
ま
し
た
。

４

森林鉄道（能代営林署）

王滝森林鉄道の最終走行
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